
 

 

 PAS777ステアリンググループミーティング 

 こんにちは、近藤です。今年２月にロンドンにて

PAS777 のワークショップが開催され、中古エンジ

ンの機能測定基準の国際規格化に向けて一歩踏み出

したお話をしました。それから着々と準備が進めら

れ、4 月 18 日に１回目のステアリンググループミー

ティングが、東京とロンドンを中継し、テレビ会議で

行われました。当社だけの規格ではなく、公開仕様書

として公のものとするためには、各方面からの意見

を聞かなければなりません。そして、頂いた意見を検

討し、必要があれば修正を加えていき、出来た原案を

広く関係者の方にレビューして頂いて初めて、正式

に PAS777 が発行されることになります。 

 今回の会議は、そのためのもので、ロンドンとの中継

ということもあり、丸１日の長丁場となりました。この

ような会議は、勿論初めてなので、とてもよい経験とな

りました。そして、このような中古部品の機能測定基準

に対する期待が高いことを、この会議を通して改めて感

じました。 

 本来、中古部品をリユースすることは環境負荷の低

減、途上国の経済発展につながります。しかしながら、

今まで中古部品を客観的に評価したり、出所をトレース

したりする仕組が確立されていなかったために、商品か

ゴミかわからないものが輸入される恐れがあるなどの

理由で中古部品の輸入を制限している国があるのも事

実です。PAS777 によってそのような

問題の解決が図れるわけですから、その

ような国からの期待感は高いわけです。 

 また、日本から輸出される中古部品

は、高品質で知られていますが、それを

客観的に証明する手段はありませんで

した。それが、PAS777 によって、評価、

証明されることになります。そのように

機能測定された日本の中古部品は、信頼

出来る JAPAN ブランドとして位置づ

けられることになるでしょう。 

いつも身近な存在でありたいと思っています 
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 今月は、農業事業部 の 畠中 勉さんからコメントをいただきました！！ 

≪ 春到来、トマトの花も満開 ≫ 
 

 皆さまこんにちは、上記に引き続き、農業事業部の畠中です。本格的に春らしくなりだいぶ暖か

くなってきました。最近では日差しがきつい日も多くなってきた気がしま

す。現在ハウス内は桜より少し遅く花満開といったところで、黄色い花が

咲き乱れています。トマトの株もぐんぐんと成長を遂げ、ついている実も

日を追うごとに大きくなってきています。５月中旬には、収穫が期待でき

そうです。 

 ４月は天気のいい日が多かったので、外で雨よけハウスの復旧作業をす

るにはもってこいでした。去年の爆弾低気圧でつぶされてしまったハウス

を、パイプを曲げ伸ばしてまた一から作り直しました。以前作ったものな

ので今回はスムーズにできて実質１０日くらいで写真の状態まで建て直す

ことができました。今回はさらに補強材を入れて強風にもしっかり耐えら

れるつくりにしました。 

 さて、いよいよ５月になると収穫が始まります。今回は常勤者が１人増

えたこともあり、よりスムーズな収穫・出荷体制がとれると思います。今

の段階からしっかりとした管理を徹底し、一層の注意を払って栽培管理を

していかなくてはいけません。今までの２年間の教訓を生かし、今まで以

上の収量と品質の向上を目指してこれからも頑張っていきます。 

  農業の取組み ～農業事業部より～ 

 皆さまこんにちは、農業事業部の畠中です。私は会宝産業に入社して３年目になります。主に

トマト栽培をさせていただいております。本社と離れて宝達志水町で５反の畑にハウスを５棟建

て、施設栽培で中玉トマトとミニトマトを全部で４品種栽培しています。常勤４名、非常勤１名

と日替わりで１名ずつ本社から来てもらっています。１年間で２作栽培し、１作で８,０００本

植えますので１年では１６,０００本栽培することになります。種まきから定植、収穫、撤収ま

での工程を行っていると、その日その日で１本１本が違った顔をのぞかせます。その違いに気づ

き、見極め、対応していくことが今の我々が精進していくところであります。まだまだ経験も技

術も少ないですが、それを補うべく日々の観察と変化への即対応を心がけています。 

 弊社社長が掲げる農業事業部の目的とは、多くの人たちに喜んで働ける場を提供すること、安

心・安全な野菜と共に医食同源と言われる栄養価の高い野菜を作ること、そして努力する人誰で

もが採算のとれる農業が出来るビジネスモデルを作り上げること、そして地域貢献が出来ること

です。この目的を胸に刻み、また自分自身の目標である「能登のトマト王」になるためにこれか

らも仲間たちと共に一層の努力を重ね頑張っていきます。 

 

農業事業部 

畠中 勉さん 



 

 

 

 皆さまこんにちは。4 月 1 日に 3 名の新入社員を迎えま

した。新卒の、若くてエネルギー溢れる 3 名です。 

この 3 名と、昨年度中途で入社した 6 名を合わせた 9 名

で新人研修を行いました。 

 3 日間の研修では、初日に当社の歴史や働くことの意

義、就労規則、「会宝人１０ヶ条」（先月号のこのコーナー

をご参考ください）について学び、2 日目は社会人として

の基本、地球環境問題、静脈産業論について、最終日は自

動車リサイクル法などについてみっちりと学びました。 

 参加した社員は「静脈産業は新たな産業革命だと実感し

た」「失敗を恐れず、そこから学び再挑戦する気持ちを忘れ

ないようにしたい」「頂いた仕事をプロの仕事として認めて

もらえるまで真剣に励みます」など、力強い感想が聞かれました。今後の活躍に期待しています。(担当:松本)  

 

ウィズ会宝の協力を得て、ポケットサイズの地図を作成

しました。 

 現在、会社周辺を移動するスタッフは常に携帯してお

ります。私たち会宝産業のスタッフは黄色のつなぎを着

ております。もし、当社周辺で道に迷われた際は、私たち

がこの地図を使いご案内致しますので、どうぞお気軽に

お声掛け下さい。 

  改善提案の事例  ～ポケット地図～ 

  今月のパチリ☆ 

 皆さまこんにちは、生産部品質管理課の水野です。 

 私は普段第二プールという車輌置き場でエンジン

テストをさせていただいております。そして、その時

の状況によって、本社や第一プール、第三プールやＳ

ＬＣにといった場所へ車輌を運んだり、走って移動し

たりすることがあります。 

 その移動の時に、同じ場所を何度も行き来されてい

るお客様をお見かけしたり、本社の場所を尋ねられる

ことが何度かありました。 

 その際に、本社までの道順をできるだけ分かりやす

くご説明しているつもりですが、どうしても口頭のみ

のため、うまくお客様へ伝えられないことがありまし

た。 

 本社周辺についての簡易的な地図があれば、お客様

に会社までの道順をより分かりやすくご理解いただ

けるのではないかと思いました。そこで、総務部と ↑会宝スタッフが携帯している地図 



 

 

相場はどうなの？ ～生産部より～ 

 毎年恒例となりました「社内勉強会」ですが、今年で５年目になります。初年度に６つだった講座も今年は１１

に増え、社外からお招きする講師も１人から今年は６人になりました。 

 開催の基本的な考え方は、「勉強したい人が勉強したい講座を選んで自ら勉強する」です。講座は社員の希望を尊

重するので、多種多様な勉強会になってきました。業務で活かせるようなものは会社経費で開催し（もしくは社員

が講師役をする）、趣味を広げるようなものは参加者が自己負担する形で開催しています。 

 一部皆様にもご案内出来るような講座も検討していますので、楽しみにしていて下さい。（担当：佐藤） 

 今月のおまけ 

 こんにちは、会宝産業の山口です。４月は鉄相場が緩やかに動きましたね。そして動

いて欲しくない方向だったのではないでしょうか。昨年末より為替が円安に振れている

事であまり意識をしていない方も多いと思いますが、実は鉄の影に隠れて銅相場が一気

に崩れた月でも有りました。 

 微妙に動く鉄相場と為替（円安）の影に隠れて見落としがちですが、グラフを見てみ

ると２月から１５％以上も下落しています。主な要因は中国の景気減速に伴う下落など

でしたが、後半になりドイツの景気感悪化なども懸念材料が出てきました。直近では

アップル神話崩壊の話なども気になる話

題です。 

 毎年５月に銅相場は良く動くと言われ

ていますが、今年も動くとすれば・・・ 

 色々な判断材料を持って検討したいも

のです。 

    ～  今年の社内勉強会 ～ 

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-25 

会宝産業株式会社 

ホームページもご覧ください。 

http://www.kaiho.co.jp/jp/ 

ご意見ご要望はこちらまで 

soumu@kaiho.co.jp（担当：松島） 

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-3 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5133 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

部品課 （部品注文/担当：大森・鹿野） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

 ４月度実績 

入庫台数 1,369 台   

処理台数 1,351 台 

ありがとうございます 

「元気ライスプロジェクト(写真１枚で参加できるボランティア活動)」 
「写真を送る」という行動を、起こしていただいた皆様に感謝です。 

今後も出来ることから、進めていきますのでよろしくお願いします。 
 

●進捗報告 

2013年４月3０日現在 4,432 SMILE(1,0９1日経過) 

こちらをクリックして下さい！ 

今年の開催講座 講師名 所属 

プレゼン大学 田村隆様 (有)タムラデザイン:代表取締役 

接遇研修 中村清美様 (株)ハートデザイン:接遇トレーナー 

カメラ（写真） 藤森祐治様 フリーランスカメラマン 

保険 西田洋平様 (株)セーフティーゲート:取締役 

ペン（筆遊び） 舩本るり子様 楽しい筆遊び 

水引 井波佳奈様 アトリエ水引 

KRAシステム 桜井茂宏 会宝産業(株):常務取締役 

英語 検討中 会宝産業(株):国際業務部社員 

ロシア語 検討中 会宝産業(株):国際業務部社員 

HP作成 中村亜矢 ウィズ会宝(株):ウェブデザイナー 

エクセル 佐藤寧彦 会宝産業(株):執行役員 

↑６ヶ月銅価格 ↑６ヶ月為替 

http://www.kaiho.co.jp/jp/sp/project/smile14.html

